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すがすがしい秋晴れの晴天に恵まれ、たくさんの方にご来場いただきました。みなさんにたく

さんの笑顔を届けられるよう、コース、部門ごとに各自が自分の役割をやり遂げようと頑張りま

した。年々、生徒数が減少し、一人一人の役割の重要性が増してきていますが、表現すること、

伝えることの難しさや楽しさ、仲間と力を合わせて物事を成し遂げることの苦労や喜びを感じ、

子どもたちは一回り成長することができました。森中伝統の「歌声」にも、精一杯取り組みまし

た。「懸命に歌う姿や歌声に自然と涙があふれてきた。」とたくさんの方にお褒めの言葉をいただ

き、感謝しております。苦労しながらもみんなで力を合わせ、学校祭を創り上げた経験は、いつ

までも心に残り大切な思い出となることと思います。

火祭り太鼓、地域サークルの作品展示（はばたきの森）においては、地域の方のお力添えをた

くさんいただきました。保護者の皆様には、火祭り太鼓の夜練習の際の送迎などで大変ご難儀を

おかけしました。ご協力いただき、ありがとうございました。これからも、生徒たちの頑張りを

支えていただきますようお願いいたします。

【よさこい＆ダンス】 【火祭り太鼓】

【演舞：「森中の刃」】 【総合発表】 【劇：「修学旅行」】

【吹奏楽演奏】 【全校合唱：「校歌」「フィンランディア」「モルダウ」】
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９月25日（木）、吉本興業所属のＭＡＳＡさん（北秋田市・旧阿仁町出身）と hitoshiさん（静岡市出身）
によるパントマイムコメディデュオ、ＧＡＢＥＺをお迎えして教育講演会を開催しました。卓越した

パフォーマンスに魅了され、みんな笑顔になりました。トークタイムでは、「感情を表現する」「想

像力を働かせる」「あきらめない心」「ふるさ

とを大切に思う」等、生涯にわたって大切な

ことをたくさん教えていただきました。また、

「森中生は話の聞き方がすばらしく、素直さ

を感じる。よい子どもたちで、すがすがしい

気持ちになる。」と言ってくださいました。

10月８日（水）、秋田県企画振興部国際

課の企画による拉致問題学習集会が開かれ

ました。映画「めぐみへの誓い」上映後、

拉致被害者増元るみ子さんのご家族である

増元照明さんのお話をお聞きしました。会

の最後に生徒を代表して３年生の藤本八紘

さんが、「一人一人がこの問題に関心を持

ち続けることが解決につながるのではない

かと思います。」と感想を述べてくれまし

た。

10月19日（日）、全市一斉秋のクリ

ーンアップが行われます。市民参加の

環境美化運動ですので、ぜひ参加して

ほしいと思います。クマの出没等の心

配もありますので、ご家庭で相談の上

参加するようにしてください。

※実施日、時間等は、地

区で異なる場合があり

ますので、ご確認くだ

さい。

10月９日（木）、第２回学校運営協議会を開催

しました。１年英語、２年保健体育、３年国語の

授業を参観していただいた後、今年度の本校の「知

育」、「徳育」、「体育・健康教育」、「ふるさと教

育・キャリア教育」について中間評価をしていた

だきました。また、「中学校が地域のためにでき

ること、地域が学校のためにできること」という

テーマで話合いをもちました。生徒を代表して２

年生２名も参加しました。「自分たちには思いつ

かなかったアイディアが話題になり、自分たちが

地域のためにできることがいろいろあるのだなぁ

と思いました。」と感想を話していました。早い

もので今年度も下半期に入りました。「たくまし

く、豊かに生きる」という本校の教育目標の具現

化に向けてこれからも様々な方向から施策につい

て考えていきたいと思います。

県読書感想文コンクール
大館北秋田地区コンクール
森川彩羽 入選

「つなぐ、という愛のカタチ」

藤本八紘 奨励賞

「ドラえもんで考えを巡らせる」

佐藤環奈 奨励賞

「再挑戦」


